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寝 屋 川 映 像 同 好 会 会 報

第 8号 （ 20100108）

発行 竹 田 幸 男

■ １月例会の開催

本 年 初の １ 月例 会 は年 初 早々 の １月 ８日 （金 ）にい つも の市 民活 動セ ンタ ー

子 供 部 屋で 開 催、 今 回の 重 要議 題 は３ 月の 発表 会を予 定通 り開 ける か、 とい う

こ と で した が 、時 間 いっ ぱ いま で 作品 の映 写と 検討を 行い 、作 品数 から 見て 時

間 的 に 余裕 が ある も のの 、 作品 の 質と して は発 表会の 開催 が可 能で あろ うと の

見通しを立てることができました。

平成２2年１月例会

日 時 平成２2年１月8日（金）

１３：３０～１7：0０

場 所 寝屋川市民活動センター

（市民会館４Ｆ）子供部屋

ＮＶＣ Ｍｏｎｔｈｌｙ

同好会ニュース

例会の窓
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出席者 天野 新井 石田 小笠原 梶本 竹田 竹下 谷 田渕（9名）

欠席者 竹嶋（５０音別 敬称略）

例会次第 （今回の要約 小笠原氏）

１． 議事内容

（１）竹田会長より

会報６号に誤植があり、全員に訂正し再送した。

（2）パナソニック松愛会ホームページの問題点

全 国 の同 好 会か ら 寝屋 川 映像 同 好会 につ なが らない 。松 愛会 へ修 正を 依頼 す

る。（田渕氏より取り次いでもらう）

（3）作品発表会の件

・竹嶋さんの出品作「定年を迎えた岩夫さんへのビデオレター」 ５分

田渕さんが竹嶋さんからの伝言を報告いただいた。

・ナ レ ー シ ョ ン は 山 澤 さ ん に 依 頼 す る 。 過 半 数が 依 頼 す る の で あ れ ば 録 音 会 も

考 え た が、 要 望が ３ 人だ っ たの で 、個 別に 原稿 を送っ て録 音し ても らう こと と

する。

・ 後 記 の作 品 映写 結 果か ら 作品 の 延べ 時間 は１ 時間半 未満 であ るが 、話 など を

挿入して２時間にする。

・ 2月 の 例 会 で プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 、 ３ 月 の 松 愛 会 メ ー ル に 間 に 合 わ せ る よ う

に考える。

（4）撮影会の件

４月２日（金）～３日（土） 岡山・大原 ひなまつり

●交通手段 往路 寝屋川市駅 ９時３２分発 → 大原着 １２時３４分

復路 大原 発 １ ５ 時１ ８分 → 寝屋 川市 駅着 １ ８時 １９ 分

ま たは １ ６ 時０ ９分 → １ ９時 １９ 分

・ 料 金 は 3,310円 ＜ 往 路 ・ 復 路 と も ＞ 、 復 路 時 刻 は 2月 例 会 で 検 討 ・ 決 定 。

● 昼 食 ＜初 日 ＞は 大 原到 着 後に 現 地で とる 。人 数が多 いの で事 前に 場所 選定 。

● 映 像 協会 も 参加 す る。 １ 月２ ４ 日に 例会 があ るので 、そ れま でに 詳細 を資 料

にして渡し、参加者を募る。

・天野さん：交通手段、経路、料金等のまとめ担当。切符手配。

・田渕さん：詳細スケジュール作成、昼食場所選定・予約、宿泊場所。

（5）「映像北大阪」と「寝屋川映像協会」との交流会について

●私たち「映像同好会」も参加させて頂き、２～３作品は発表する。

・２月２８日（日）、場所は寝屋川市立総合センター視聴覚室にて



- 3 -

2. 映像作品の映写・合評

映像作品発表会出品候補作品の試写

●石田さん 「若狭路への旅」 １０分

・ Ｂ Ｇ Ｍの レ ベル を 下げ た 方が 良 い。 話し 声が 大きい 部分 は現 地音 も下 げる 。

・ 三 方 五湖 の 見え る シー ン （３ シ ーン ？） をま とめる 。最 初の シー ンは 揺れ て

いるのでカットするのがよい。

・タイトルの夕日を朝日らしく加工してはどうか。

・ す べ ての ト ラン ジ ショ ン がオ ー バー ラッ プな ので、 動き のあ る場 面で は両 方

の 動 き が加 わ って 目 が回 る 。通 常 はカ ット つな ぎとし て、 シー ンが 大き く変 わ

る時（時間的･場所的に）のみに使うのが効果的。

●竹下さん 「イエローストン（２０年前との比較）」 １０分

・２０年前との差が良くわかる。

・ご自分の声で入って居たがナレーションは他の人に依頼するとのこと。

・エンドはフェードをかけるなどの工夫をされては。

●天野さん 「北野天満宮」 ６分３５秒

・雪のシーンがすばらしい。

・ナレーションは女性がいいのでは。ご自身の場合音質を工夫されては。

・ テ ロ ップ は でき る だけ ナ レー シ ョン に置 き換 えるほ うが よい 。色 使い が派 手

なので落ち着いた色の工夫と色の統一をされては。

「京都東山・花灯路」 ４分４７秒

・夢幻的な被写体が生きている。

・ ナ レ ーシ ョ ンが 最 初だ け しか な い。 テキ スト の部分 をナ レー ショ ンに した 方

が良い。ナレーションがあっても物の名前などはテロップを残す。

・テキストの字の色が派手。薄い色になど工夫しては。

・エンドに「感想」締めくくる言葉をナレーションで入れては。

「東映・太秦映画村」 ８分０４秒

・前回に比べてすっきりと簡潔にまとまった。

●谷さん 「オーストリア アッヘン湖の旅」 ６分２３秒

・ ナ レ ーシ ョ ンも 多 くな り 、ラ ス トも まと まっ た。生 き生 きし た色 合い が出 て

いる。

・ ナ レ ーシ ョ ンの と ころ は 、Ｂ Ｇ Ｍの 音量 をも う少し 下げ た方 が聞 きや すい 。

・タイトルと「終」の字を少し大きくした方が良い。
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●新井さん 「三室戸寺 ハスの酒」 ８分２９秒

・ 前 回 に比 べ てだ い ぶ整 理 され て 流れ が良 くな った。 飲む 人の 表情 が良 く出 て

いる。

・タレントのシーンが多いので、少しカットしては。

「三室戸寺・アジサイその１」 発表するかどうか考える。

・シーンが少し忙しい。速度を落として映像が不自然でなければいいが。

「三室戸寺 アジサイその２」 発表するかどうか考える。

・ズームが目立つ。

●竹田さん 「忠烈祠・衛兵の交代」 ５分

・ハイビジョン撮影作品。

・ 画 質 が悪 い のは Ｄ Ｖに 変 換し た ため 。ハ イビ ジョン で映 写で きる 環境 がで き

るならば出品する。

「ひ孫たちへの願い」 7分

・ストーリー・映像が確りしている。構想が良く練られている。

・主人公に対する作者の思いやりの心が感じられる。

●小笠原さん 「私の無常観と白昼夢」 １０分２５秒

・今までにない主観的な面白い作品だ。

・ ス ト ーリ ー のつ な ぎを 、 どの よ うに まと める かが課 題。 １０ 分以 内に 収め る

ように。

・若い人のランニングの部分は主題に沿わないのでカットする。

・ 白 昼 夢の 部 分は 被 写体 （ 高齢 者 ）の 活動 を作 者の意 図に 合う よう 違う 意味 で

利 用 し てい る ので ボ カシ を 入れ た ほう がよ い。 また画 面加 工で 夢ら しく 見せ る

工夫を加えては。

・徒然草のクレジットのバック・本のページを繰るようにしては。

・作者本人は自信がなく発表を辞退するも、発表する方向で進める。

３． その他

（1）次回例会日

●２月５日（金）１３：３０～ 寝屋川市民会館４階

・映写ビデオ担当：天野さん

・議事記録：竹嶋さん＜欠席のため予定＞
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私のつぶやき〈ビデオ作品作り〉

小笠原 邦雄

岡 山 県 南 西 端 の 瀬 戸 内 海 の 小 島 （ 今 は 干 拓 に よ り 本

州 の 一 部 ）、 神 島 （ こ うの し ま ） に 生 ま れ 小 学 校 3年1

学期まで暮らした。映画・写真などについての思い出を辿ってみる。

映画を初めて見たのは小学校の時である。島から渡し船に乗って本州に渡り、

と は い っ て も 300メ ー ト ル 位 の 渡 し で あ る 。 遠 足 を 兼 ね て の 映 画 鑑 賞 で あ っ

た 。 内 容は 全 く覚 え てい な いが 、 不思 議に 題名 の「蜂 の巣 の子 供た ち」 だけ は

覚えていた。今回、この文章を書くに当たってインターネットで探したところ、

簡 単 に 見 つ け る こ と が で き た 。 1948年 作 で 、 主 人 公 が 引 き 揚 げ て き て 、 出 会

っ た 、 すさ ん だ浮 浪 者の 子 供た ち 、同 じく 引揚 者の女 性が 、た くま しく 生き て

い く と いう 内 容と の こと で ある 。 その 後、 旅館 の大広 間で 上映 され た「 ター ザ

ン」が思い出に残っている。

親 父 がＤ Ｐ 屋の 仕 事を 始 めた の で、 珍し いも のに目 がな い小 生は 、ミ ゼッ ト

と い う 小さ い カメ ラ から 始 め、 ミ ノル タの レン ズはロ ッコ ール 、シ ャッ ター は

セ イ コ ウ シ ャ ラ ビ ッ ト の カ メ ラ を 長 い 間 使 っ た 。 小 学 校 5年 生 の 小 旅 行 、 修 学

旅 行 な どの 集 合写 真 は小 生 が撮 っ た。 カメ ラ屋 の息子 が小 生の 通称 であ った 。

今 で も 、そ の 頃の 友 人は そ う呼 ぶ 。丁 度そ の頃 、親父 が「 ロケ に来 る。 日本 一

の 美 女 が 来 る 。」 と 言 っ た 。 小 生 に は 何 の こ と や ら さ っ ぱ り 判 ら な か っ た 。 井

笠 鉄 道 が使 っ てい る 軽便 鉄 道が 時 代に 合っ てい るとの こと でロ ケに 来た よう で

ある。

小 生 に覆 い かぶ さ って 写 真を 撮 って いた 人が いた。 新聞 にほ とん ど同 じア ン

グ ル の 写真 が 載っ た 。美 女 とは 山 本富 士子 のこ とで、 映画 名は 山本 富士 子の デ

ビ ュ ー 作「 花 の講 道 館」 で あっ た 。そ の後 、シ ネマス スコ ープ とい う大 画面 の

映 画 が 小さ な 町で も 上映 さ れる よ うに なっ た。 西部劇 、戦 争も の、 歴史 もの な

ど 、 新 しも の 好き の 小生 を 大い に 楽し ませ てく れた。 就職 して 間も ない 頃、 守

口の土居小学校のグランドで上映された映画を見に行った記憶もある。

196７ 年 頃 、 故 郷 の 瀬 戸 内 海 の 風 景 を ス ラ イ ド に し た い と 考 え 、 シ ナ リ オ

を 作 成 して ア ナウ ン サー に 吹き 込 んで もら った 。甘い 素晴 らし い声 であ った 。

元 映 画 のシ ナ リオ ラ イタ ー で社 内 の視 聴覚 教材 を担当 して いた 人の 紹介 であ っ

た 。 元 シナ リ オラ イ ター が 小生 の シナ リオ に朱 を入れ た。 アナ ウン サー は朱 を

入 れ る 前と 入 れた も のと を 比較 し て、 修正 前の 方が素 晴ら しい と内 緒で ささ や

い て く れた 。 仕事 が 忙し く シナ リ オに 沿っ た写 真は取 らず 仕舞 い。 いく ら探 し

てもテープは見つからず残念。

映 像 にナ レ ーシ ョ ンは つ きも の だ。 何と か、 ナレー ショ ンを もの にで きな い

随 想
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かと考え、有志が集まって勉強会を始めた。あいうえおあお、かきくけこかこ、

と 、 発 声練 習 。苦 手 な鼻 濁 音の 習 得。 小生 は、 ラジオ 放送 のア ナウ ンサ ーの 声

を 記 録 し 、「 グ エ ン カ オ キ 大 統 領 は ・ ・ 」 な ど と 練 習 し た 。 し か し 、 い つ の 間

にか立ち消え、全くものにならなかった。

ノ ン リニ ア とい う 言葉 を 耳に し たの もそ の頃 だった と思 う。 ビデ オ撮 影・ 編

集 に 興 味は あ った が リニ ア では 編 集が 難し すぎ る。ノ ンリ ニア の時 代よ ！早 く

来 い ！ と思 っ たも の だ。 今 はハ イ ビジ ョン 時代 の到来 であ る。 幸せ いっ ぱい の

小 生 で ある 。 しか し 、映 像 同好 会 の偉 い皆 さん の前で は、 小生 は、 目に 入ら な

い小さな存在である。頑張ろう！

今 か ら 、 30年 前 に は 、 Ｖ Ｈ Ｓ と ベ ー タ の 規 格 競 争 を し て い た 。 小 生 は 、 カ

バ ン 位 の大 き さの メ カと 一 昔前 の ビデ オ本 体ぐ らいの カメ ラを 使い 、何 人も の

人 に 撮 影テ ー プを 渡 した 。 見る た めに はＶ ＨＳ を買わ なけ れば なら ない 。会 社

に 何 が し か の 貢 献 を し た い と 考 え た 。 20年 位 前 か ら 、 会 社 内 、 同 窓 会 な ど 、

機 会 が あれ ば 、ビ デ オ撮 影 を買 っ て出 た。 喜ぶ 人の顔 が嬉 しか った 。そ こで 学

ん だ こ とは 、 シー ン を長 く しな い 、最 初は 止め て、ゆ っく りパ ンし 、最 後は 止

め る 。 ズー ム は出 来 るだ け 使わ ず 、画 面切 り替 えで対 応。 編集 しな いの で花 、

小 川 、 山、 時 計、 看 板と い った も のを 適度 に入 れる。 同好 会の 皆さ んに は当 た

り前のことですよね。小生にとっては、大いに役立っていると思っている。

幼 少 の頃 か らの 経 験か ら か、 事 業場 新聞 を担 当した 時、 ファ イン ダー を覗 い

て の 撮 影で は 、写 真 の出 来 ・不 具 合が 直感 的に 判断で きて いた 。し かし 、液 晶

画 面 で の撮 影 には 戸 惑い が あり 、 動画 の仕 上が りの良 し悪 しま では 、残 念な が

ら 判 断 でき な い。 幸 いな の は、 撮 影後 すぐ に確 認でき るこ とで ある 。も っと も

っと腕を磨かなければならない。

ビ デ オ作 品 作り は 新聞 の 編集 と 同じ で、 無か ら有を 生み 出す こと であ る。 し

た が っ て、 作 者の 人 生観 、 思想 ・ 信条 、洞 察力 、企画 力、 さら には 撮影 ・編 集

の 技 術 力が 問 われ る こと に なる 、 と考 えて いる 。ビデ オ作 品作 りを 極め るこ と

は 至 難 の業 で ある 。 どこ ま でで き るか 判ら ない が、大 いに 研鑽 をつ みた いも の

である。

ＡＶＣＨＤについて

竹 田 幸 男

Ａ ＶＣ Ｈ Ｄ 規 格 は 、 2006年 5月 に 松 下 電器 産 業（ 現 :

パ ナ ソ ニ ッ ク ） と ソ ニ ー が 基 本 仕 様 を 策 定 し た ハ イ ビ

ジ ョ ン 動画 記 録フ ォ ーマ ッ トです 。8セン チDVDの記 録容 量で も十 分な 高画 質

の 動 画 が 撮 影 で き る よ う 、 映 像 に は 高 効 率 符 号 化 が 可 能 な H.264/MPEG-4

AVC方 式 を 採 用 、 音 声 に は ド ル ビ ー デ ジ タ ル (AC-3) 方 式 を 採 用 、 多 重 化 に

ＡＶＣメモ
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MPEG2-TSを 採 用 し た 、 と い う も の で す 。 ま た ハ イ ビ ジ ョ ン 以 外 に 従 来 の 標

準 方 式 で あ る 480/60iも サ ポ ー ト し て い る と い う こ と で す が 、 現 在 そ の 製 品

はありません。

AVCHDで は 従 来 の HDV規 格 な ど の よ う に 1つ の 記 録 メ デ ィ ア 向 け の 規 格 で

は な く 、フ ァ イル シ ステ ム を介 し て、 複数 の記 録メデ ィア をサ ポー トで きる よ

う に 設 計さ れ てい ま す。 当 初８ セ ンチ ＤＶ Ｄに 記録す る製 品も あり まし たが 、

今 は ハ ード デ ィス ク とメ モ リカ ー ドが 中心 にな ってい ます 。シ ステ ムビ ット レ

ートは最大で24Mbps（メガビット／秒）。

2009年 1月 には 720p (1280× 720) で撮 影する ビデ オカ メラ やデ ジタ ル

カ メ ラ 限定 の 「AVCHD Lite」 規 格を 追加し てい ます 。AVCHD規 格の 一部 な

の で AVCHD対 応 プ レ イ ヤ ー な ど で 再 生 で き る と い う こ と で す 。 ま た 規 格 と し

て は １ ，９ ２ ０× １ ，０ ８ ０ド ッ トの フル ハイ ビジョ ンで は規 格は １秒 間約 ３

０ フ レ ーム 、 ６０ フ ィー ル ドの ６ ０ｉ とい う形 式です が、 最近 パナ ソニ ック が

発 表 し た新 製 品Ｔ Ｍ －７ ０ ０で は １秒 間６ ０フ レーム の６ ０ｐ とい う製 品を 独

自 規 格 とし て 発表 し てい ま す。 も ちろ ん１ 秒３ ０フレ ーム ／６ ０フ ィー ルド の

絵 （ 一 般の テ レビ 放 送） よ りも １ 秒６ ０フ レー ムの絵 の方 がず っと きれ いな も

の で あ ろう と 思わ れ ます が 、再 生 側（ この 場合 モニタ また はテ レビ ）が それ に

対応している必要があります。

前 回 書い た ＨＤ Ｖ は圧 縮 方式 は ＭＰ ＥＧ ２（ エムペ グツ ー） でし たが 、こ の

規 格 は さら に 圧縮 率 を高 め たＭ Ｐ ＥＧ ４（ エム ペグフ ォー ）な ので 、圧 縮と 復

号 に 必 要な 計 算量 が さら に 増え る ため 、編 集に 使うパ ソコ ンは 高性 能な もの で

あ っ て も元 の デー タ をそ の まま 編 集す るの は困 難です 。そ のた め、 いろ いろ な

工 夫 が さ れ て い ま す が 、 カ ノ ー プ ス の EDIUSは Canopus HQに 変 換 し て 編 集

し 、 コ ー レ ル の VideoStudioは 中 間 の SD画 質 で あ る プ ロ キ シ フ ァ イ ル （ 代 理

フ ァ イ ル） を 生成 し て、 そ れを 編 集し て、 この 編集結 果を 元に 元の デー タを レ

ン ダ リ ング し なが ら 最終 の ファ イ ル形 式に 直す 、とい う複 雑な 方法 をと って 、

パソコンに対する負荷を軽減させ編集をしやすくしています。

し か しこ れ らの 方 法は デ ータ 量 が増 えた り、 編集画 面が 荒っ ぽい 、何 度も 変

換しなければならない、などの難点があります。

最 近 発 表 さ れ た 、 カ ノ ー プ スの EDELIUS Neo２ ブ ース タ ーで は 、Ｃ Ｐ Ｕ の

コ ア が ２つ な いし ４ 個あ る パソ コ ンに 対応 して 複数の コア にデ ータ を分 散し て

処 理 を させ る こと に よっ て 従来 よ りパ ソコ ンの 敷居を 低く する こと を提 案し て

い ま す 。こ れ は従 来 より は 改善 さ れて いま すが 、一般 に手 に入 る最 高級 のパ ソ

コ ン で も、 ま だ自 由 自在 に 編集 処 理を する のは 苦しい よう で、 金に 糸目 をつ け

な く て も、 も う１ ～ ２年 、 コス ト 的に 楽に 手に 入れら れる よう にな るに は２ ～

３ 年 待 たな け れば な らな い でし ょ う。 ■


